
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

博修士会創立 70周年臨時号 

2023年 3月 20日発行 

関西大学博修士会は、1952（昭和 27）年の関西大学修士会

（名誉会長：学長・大学院部長 岡野留次郎、会長：宮田輝穂、副

会長：安橋貞雄、藤井昭三）設立以来、本年で創立 70 年目を迎

えました。会員の皆様には、コロナ禍にめげず各界においてご

活躍のことと拝察申し上げますと共に、本会の活動に対しまし

ては心温まるご助言や特別協力金のご寄付など数々のご支援

ならびにご協力を賜り心より感謝申し上げます。  

関西大学大学院は、法学、文学、経済学、商学、社会学、総合

情報学、理工学、外国語教育学、心理学、社会安全、東アジア文

化、ガバナンス、人間健康の 13 研究科博士課程前期課程と同

後期課程および法務、会計の 2 専門職学位課程の計 15 研究

科を擁する我が国屈指の大学院に発展、充実しておりますが、

各研究分野（研究科）間の学術的交流ネットワークが形成できて

いるとは言い難い状況です。 

博修士会は、創立 70 周年にあたり、母校大学院の繁栄を願

って、各研究科相互の交流および博修士会との親睦ネットワー

クの構築、特に院生への支援、校友関係強化に取り組みました。

院生表彰制度の一環として、関西大学大学院研究科の大空に虹

色の橋を架ける「院生選抜ポスター発表コンクール」を企画し、

関西大学院生協議会と共同で主催しました。今回の虹色の橋は

無彩色の箇所が幾分か存在しましたが、完璧な虹色に輝く日が

訪れることを心から願っています。 

また、博修士会では関西大学校章を会章として利用させて頂

き、支障なく過ごしてまいりましたが、全学的、学外的に博修士

会の存在を広く知っていただくには、独自の会章が必要である

と考え、新にデザインを施して、常任理事会、総会で提案・承認

を得ることができました。会員の皆様方に幾久しくご愛用頂け

ることを願っています。 

 

全研究科に架かる虹の橋「院生選抜ポスター発表コンクール」 

日 時：2022年 11月 26日(土) 9:30から受付開始 

場 所：関西大学千里山キャンパス、尚文館 301・302講義室 

発表形式：口頭セッションとポスターセッション 

内 容：【合同セッション 1】 各自2分間の研究紹介      10:10～10:40 

     【合同セッション 2】 ポスター発表（奇数発表番号） 10:40～11:10 

     【合同セッション 3】 ポスター発表（偶数発表番号） 11:15～11:45 

     【表彰式】 最優秀賞・優秀賞（２位）・優秀賞（３位） 賞状・記念品贈呈 

記念撮影  12:20～12:40 

 ポスター集：表紙４頁＋２４頁(ポスター１３件掲載) 

希望者には 300円（郵送費込）でお分け致します。 

■郵便振替： 00900-2-68733  関西大学博修士会 

■問合せ先： FAX: 075-331-6647 

■e-mail：  kandaimd@muse.ocn.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会章 1 

 

 

 

 

 

 

会章 2 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度  創立70周年記念総会での「会章制定」と記念企画「院生選抜ポスター発表コンクール」
の開催 博修士会創立 70周年記念総会 

2022 年 10 月 8 日(土) 関西大学千里山キャンパス、第２学舎（経商学

部）２号館 C507 教室において、記念総会と学術講演会（第一部 芝井敬司 

理事長、第二部 米田文孝 文学部教授）が開催されました。総会では、「関西

大学博修士会・会章」の制定、および「院生選抜ポスター発表コンクール」が提

案され、承認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「会章」制定の承認と誕生秘話 

博修士会では、従来から会章として関西大学校章を使用してきましたが、

関西大学関連の会は無数にあり、校章だけでは会の象徴的役目を果たせない

場合が度々あり、創立70周年を迎えた今、会章を定める良い機会でありまし

た。関西大学校章、ロゴからヒントを得た会章 1（フォーマル用）、ふくろう博士

をシンボルとした会章２（カジュアル用）を提案し、総会で承認されました。  

ふくろうの顔は、構成会員のすべての愛（ハート）によって成り立っています。 

ふくろう構成図の大きいハートが「博修士会（役員、顧問、相談役）」、左のハー

トが「正会員」、右のハートが「名誉会員」、真ん中の可愛いハートが「院生会員」

を表しています。永遠のシンボルとして輝き続けることを願っています。会章

入りコースターを商品化しています。お問い合わせ下さい。 
 
 

          ⇒       ⇒       ⇒  
 

                           ふくろう構成図  

 

 

 

▲ 旧大学院学舎(1949年竣工) 

「臨時号」 

mailto:kandaimd@muse.ocn.ne.jp


 

 

関西大学昇格100年である2022年度は博修士会創立70

周年にあたり、記念事業として、院生表彰制度の一環である「院

生選抜ポスター発表コンクール」を企画しました。 

新規企画のため、趣旨を理解頂き、協力を得るのに苦心しま

したが、院生合同学術研究大会を担当する教務事務、企画する

院生協議会の協力に加えて、学校法人関西大学並びに大学院

教育職員のお力添えにより、無事に開催まで辿り着くことがで

きました。発表にチャレンジした院生13名に感謝します。コンク

ールの結果報告と受賞者の喜びの声を以下に紹介します。 

♦最優秀賞 外国語教育学研究科 小西 優貴 

表題：「ドイツの国語科教科書における移民 

の母語に配慮した描写に関する研究」 

 感想：「この度は興味深い研究をされている 

異分野の方々と交流することができ、 

大変有意義な時間を過ごさせていた 

だきました。その中において最優秀賞を受賞できたこと 

を大変光栄に思います。院生の皆様には、来年も開催さ 

れるなら、是非とも参加されることをお勧めします。」 

♦優秀賞（2位） 文学研究科     辻  秀平 

表題：「戦後占領期の出版社「鎌倉文庫」の研究 

可能性―〈地方〉発の文化現象を考える」 

 感想：「今回、貴重な機会を賜ったことで、自分 

の研究内容を改めて見直し、思考を整理 

できました。また、発表の際に他専攻の院 

生とも親交を深めることができ、本当に有意義な機会で 

した。発表に「優秀賞」も頂戴し、誠に光栄に思います。 

これを励みに、博士論文に向けて尚一層研究を進めて 

いく所存です。」 

♦優秀賞（3位） 商学研究科    金田 優佳 

表題：「非財務情報に関する監査基準の適用に 

より生じ得る課題」 

 感想：「いろいろな方の研究内容について知る 

ことができたのは、とても楽しかったです。 

また、修士・博士といった同じような世代 

の方からと、先生方のような専門知識をより多く持ってい 

る方々からと、幅広い方から研究について意見を頂けたの 

はとても有意義なことだったと思いました。また来年度、 

院生ポスター発表コンクールが開催されることを楽しみに 

しております。この度は、ありがとうございました。」                           

                           （博修士会 広報部） 

 

 

 

博修士会では、創立70周年にあたり、大学院生との交流・親

睦ネットワークを構築し、院生も参加できる校友会組織を目指

して、博修士会会報にユニークな研究者紹介の記事を掲載する

ことにしました。初回である 2022 年度は院生協議会役員とし

て活躍され、「院生選抜ポスター発表コンクール」において、最

もユニークな研究として選出された心理学研究科の前渋貴子さ

んをインタビュー形式で紹介します。 

♦1指導教授はどなたで、将来の目標は何ですか？ 

「心理学研究科 脇田教授のもとで、心理統計、 

心理尺度を用いた研究を学んでおり、将来的に 

は、心理学分野-生物学的分野を横断した研究を 

遂行できる研究者になりたいと考えています。」 

♦2現在の研究テーマと選ばれた理由を教えて下さい。 

「食行動に関する研究」に取り組んでいます。腸内の環境と脳 

の活動（感情や摂食制御）が相互に影響を及ぼしていることに 

強い関心を持ったからです。」 

♦3研究を行う上で心がけていることがあれば、教えて下さい。 

「自身のアイデアを発展させるためには、同じ分野の研究者、

少し分野の離れた研究者、さらには研究者ではない人とのコ

ミュニケーションが欠かせないと考えています。そこで、腸内

細菌学会や臨床疫学会、心身医学会といった関連する異分野

の学会への参加や、シェアハウスに住むことにより、多様な人

との出会いの場を確保して、人とつながる機会を自発的に作

るよう心掛けています。」 

♦4自慢できることがあれば、紹介して下さい。 

「特技はブルガリア語・ブルガリアの民族舞踊です。10 ヵ月の

留学と 5回の渡航で計 1年程度滞在し、ブルガリア語と舞踊を

学びました。ブルガリア舞踊は美しさ、力強さ、華やかさと同時

に、民族舞踊ならではの”土臭さ”が大変魅力的です。舞踊団の

入団オーディションにも通過した経験があり、舞踊の高い技術

と表現力、仕事に必要な語学力を有すると自負しています。」 

♦5 最後に何か一言、お願いします。 

「ポスター発表は、良い頭の整理になりましたし、聴衆の方から

も意見をいただけて有意義であったと感じています。ユニーク

な研究者としてご紹介いただいたこと、光栄に存じます。有り難

うございました。」  

♦６ インタビューにご協力頂き、有り難うございました。 前渋

さんが、今後も益々ご活躍されることを期待しています。 

※前渋さんの詳しい研究内容は院生選抜ポスター発表コンクー

ルポスター集(2022)に掲載されていますので、興味のある方

は是非そちらをご覧頂きたいと思います。 （博修士会 広報部） 

 

2022 年度 博修士会 

創立 70 周年記念企画 

「院生選抜ポスター発表 

コンクール」（結果報告）  

2022 年度（第 1 回）  

ユニークな研究に取り組む 

大学院生の紹介 

 

正会員・院生会員の新規募集

中 

 

博修士会 2022年度臨時号 

博修士会では、発想の新鮮な院生と知識豊富な大学院教員と経験豊富な OB/OGとの交流・ 

親睦ネットワークの構築が必要です。新規会員になって、関西大学博修士会を院生会員・名誉会員・ 

正会員（OB・OG）による世代を超えた有益な校友会組織へとご一緒に改革しませんか。 是非、 

右QRコードからご入会手続きをしていただいて、あなたのパワーをお貸し下さい。                博修士会 QR

コード 


